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概概概概        要要要要    

    

本技術では、高温加熱処理を必要とせず、50℃にて高比表面積（270 ㎡）の

アナターゼ型 TiO2 ナノ粒子を単相で合成することを可能としたため（図１）、

高温処理に伴う粒子の凝集および表面積の低下を回避し、高い光触媒等の効率

と、工程の省エネ化に成功している。 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

従来技術として、TiO2 ナノ粒子は、火炎合成, 超音波合成, 化学気相法あるい

はゾルゲル法などにより合成されてきた。しかし、合成プロセスにおける高温

加熱処理により、ナノ粒子が凝集し、表面積を低下させてしまう問題があった。

また、これらのプロセスにおいては、粒子表面にナノサイズの凹凸構造を持た

せることは困難であった。本技術ではこれらの点を克服し優位性が高い。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

本技術は、高い表面積およびナノ凹凸構造を有するナノ TiO2 粒子を常温付近

で低コストにて大量合成可能であり、応用分野、企業規模を問わず、広範囲へ

の波及効果が期待でき有用性が高い。 

関連情報関連情報関連情報関連情報    

（（（（図図図図・・・・表表表表・・・・写真等写真等写真等写真等））））    

 

 

 

 

 

 

 

図 1．常温付近で合成された TiO2 ナノ粒子の透過型電子顕微鏡写真  

適用可能製品適用可能製品適用可能製品適用可能製品    
光触媒、化粧品、色素増感型太陽電池、分子センサー、ガスセンサー、溶液セ

ンサー、防汚コーティング、防曇コーティング、超親水性表面コーティング等。 
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